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1. 要約
この資料は、R8C/LA8AグループのタイマRH(リアルタイムクロックモード )を使用した時計動作のプロ

グラムについての設定方法例、及び応用例について説明します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイコン、条件での利用に適用されます。

•マイコン ：R8C/LA8Aグループ

• XINクロック周波数 ：20MHz
• XCINクロック周波数 ：32.768kHz

本アプリケーションノートは、上記グループと同様の SFR(周辺機能制御レジスタ )を持つR8Cファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュア

ルで確認してください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は

十分な評価を行ってください。
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3. 応用例の説明

3.1 プログラム概要

タイマRHをリアルタイムクロックモードで動作させます。2009年1月1日 (木 )0時0分0秒 (初期設定 )
からカウントを開始し、24時間モードで動作します。2099年12月31日23時59分59秒の状態でカウント

アップすると 2000年 1月 1日 0時 0分 0秒になります。秒周期割り込みで秒データ (TRHSEC)、分データ

(TRHMIN)、時データ (TRHHR)、曜日データ (TRHWK)、日データ (TRHDY)、月データ (TRHMON)、年

データ (TRHYR)を取得します。

＜設定条件＞

• CPUクロックにXINクロック (20MHz)を使用します。

•タイマRHのカウントソースは fC-TRH(32.768kHz)を使用します。

• 24時間モードを選択します。

•低速オンチップオシレータを停止します。

•タイマRH割り込み (秒周期割り込み)を使用します。

図 3.1にブロック図を、図 3.2に動作フローを示します。

図 3.1 ブロック図

タイマRH : リアルタイムクロックモード
(24時間モード)

fC-TRH 4ビットカウンタ8ビットカウンタ

(1/16)

TRHSEC TRHMIN TRHHR

TRHWK

1秒

(1 ）秒 

タイマRH割り込み

(1/256)

3ビットカウンタ

(1/8)

TRHDY TRHMON TRHYR
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図 3.2 動作フロー

3.2 使用メモリ

表 3.1 使用メモリ

使用メモリサイズは C コンパイラのバージョンやコンパイルオプションによって異なります。上記は

次の条件の場合です。

Cコンパイラ：M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01
コンパイルオプション：-c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C

使用メモリ サイズ 備考

ROM 282バイト r01an0087_src.cモジュール内

RAM 9バイト r01an0087_src.cモジュール内

最大使用ユーザスタック 10バイト

最大使用割り込みスタック 4バイト

【 タイマRH 】初期化 
・タイマRH割り込み禁止
・タイマRHアクティブ
・タイマRH動作停止
・リアルタイムクロックモード
・タイマRHリセット
・2009年1月1日(木)0時0分0秒(初期値)
・24時間モード
・秒周期割り込み
・タイマRH割り込み許可
・タイマRH動作開始

【 タイマRH 】割り込み処理 
・秒データ取得
・分データ取得
・時データ取得
・曜日データ取得
・日データ取得
・月データ取得
・年データ取得

Start
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4. ソフトウェア説明
「3 .　応用例の説明」を実現するための初期設定手順と設定値を示します。各レジスタの詳細は

「R8C/LA8Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照願います。

レジスタ図において、×はこの応用では使用しないビット、空白は変更しないビット、－は予約ビット

または、何も配置されていないビットです。

4.1 関数表

宣言 void main(void)
概要 メイン関数

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロックとタイマRHの初期設定後、タイマRHのカウントを開始しま

す。

宣言 void mcu_init(void)
概要 システムクロック設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロック (XINクロック )、XCINクロックの設定を行います。

宣言 void timer_rh_init(void)
概要 タイマRH関連SFR初期設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマRHをリアルタイムクロックモードで使用するためのSFRレジスタの初

期設定を行います。
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宣言 void _timer_rh(void)
概要 タイマRH割り込み処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned short year 年データ格納

unsigned char month 月データ格納

unsigned char day 日データ格納

enum wk 曜日データ格納

unsigned char hr 時データ格納

unsigned char min 分データ格納

unsigned char sec 秒データ格納

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマRH割り込み処理を行います。

秒データ、分データ、時データ、曜日データ、日データ、月データ、年データ
を取得します。
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4.2 メイン関数

• フローチャート

•レジスタ設定

(1) タイマRHカウントを開始します。

タイマRH制御レジスタ (TRHCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 RUN タイマRH動作開始ビット 1：カウント開始 R/W

asm(“FCLR I”)

main()

割り込み禁止

タイマRH関連SFR初期設定処理

timer_rh_ini()
タイマRH関連SFR初期設定処理(リアルタイムクロックモード）

システムクロック設定処理(XIN 、クロック XCINクロック設定）
システムクロック設定処理

mcu_init()

asm(“FSET I”) 割り込み許可

(1) run_trhcr ← 1 タイマRHカウント開始
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4.3 システムクロック設定処理

•フローチャート

•レジスタ設定

(1) CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、FRA2、FRC1レジスタへの書き込みを許可します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × × × 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、

FRA2、FRC1レジスタへの書き込み許可

1：書き込み許可

R/W

mcu_init()

cm1 ← cm1 & 0x3f

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト

XINクロック選択

CPUクロック分周なし

cm14 ← 0 低速オンチップオシレータ発振

cm07 ← 0

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

繰り返し
(i <= 32000)

i++ 発振安定待ち

return

ocd2 ← 0 ：システムクロック XINクロック選択

(2)

(3)

(4)

(10)

(9)

(5)

(6)

(7)

(8)

cm13 ← 1 XIN-XOUT端子

cm05 ← 0 XINクロック発振

prc0 ← 1 システム制御レジスタプロテクト解除(1)

cm03 ← 1
cm03 ← 0

XCINクロック発振
  いったん“1 、”にした後 “0”にします

(11)

cm04 ← 0 外部クロック入力禁止

(12)
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(2) 低速オンチップオシレータを発振させます。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(3) P4_6、P4_7をXIN-XOUT端子に切り替えます。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(4) XINクロックを発振させます。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(5) 外部クロック入力を禁止します。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(6) XCINクロックを発振させます。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 CM14 低速オンチップオシレータ発振停止

ビット
0：低速オンチップオシレータ発振 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 1 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 CM13 ポート /XIN-XOUT切り替えビット 1：XIN-XOUT端子 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 CM05 XINクロック (XIN-XOUT)停止

ビット

0：発振 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 CM04 XCIN外部クロック入力許可ビット 0：外部クロック入力禁止 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 CM03 XCINクロック停止ビット 0：発振 R/W
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(7) 発振安定待ちを行います。

(8) XINクロックを選択します。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(9) システムクロックをXINクロックに選択します。

発振停止検出レジスタ (OCD)

(10) CPU分周比選択ビット1を設定します。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(11) CPU分周比選択ビット0を設定します。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 CM07 システムクロック選択ビット 0：XINクロック、またはオンチップオシレータクロック R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × 0 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 OCD2 オンチップオシレータクロック選

択ビット
0：XINクロック選択 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 － × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 CM16 CPUクロック分周比選択ビット1 b7 b6

 0 0：分周なしモード
R/W

b7 CM17 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 CM06 CPUクロック分周比選択ビット0 0：CM1レジスタのCM16、CM17ビット有効 R/W
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(12) CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、FRA2、FRC1レジスタへの書き込みを禁止します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × × × 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、

FRA2、FRC1レジスタへの書き込み許可

0：書き込み禁止

R/W



R8C/LA8Aグループ タイマRH(リアルタイムクロックモード )

R01AN0087JJ0100 Rev.1.00 Page 11 of 21
2010.08.31

4.4 タイマRH関連SFR初期設定処理

•フローチャート

run_trhcr ← 0 タイマRHカウント停止

trhier ← 0x00

trhcr ← 0x40

rtcrst_trhcr ← 1
rtcrst_trhcr ← 0

protect_trhprc ← 0

タイマRHリセット

時刻データ書込み禁止

trhic ← 0x00 タイマRH割り込み禁止(1)

(3)

(4)

(5)

(13)

(14)

(17)

trhwk ← wk 曜日データ初期設定

(7)

msttrh ← 0 タイマRHアクティブ(2)

繰り返し
(i <= 94)

i++ カウント停止待ち

タイマRH周期割り込み禁止

rthcsr ← 0x08 リアルタイムクロックモード(6)

：カウントソース fC-TRH

protect_trhprc ← 1 時刻データ書込み許可(9)

trhsec ← sec 秒データ初期設定(10)

trhmin ← min 分データ初期設定(11)

trhhr ← hr 時データ初期設定(12)

trhdy ← day 日データ初期設定

(15) trhmon ← month 月データ初期設定

(16) trhyr ← (unsigned char)year 年データ初期設定

(8) 24時間モード

timer_rh_init()

return

trhic ← 0x01 タイマRH割り込み許可(レベル1)(21)

trhier ← 0x04 秒周期割り込み許可(19)

slint_trhicr ← 0 RTC周期割り込み選択(18)

rtcf_trhifr ← 0 RTC周期割り込み要求なし(20)
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•レジスタ設定

(1) タイマRH割り込みを禁止します。

割り込み制御レジスタ (TRHIC)

(2) タイマRHをアクティブにします。

モジュールスタンバイ制御レジスタ1(MSTCR1)

(3) タイマRHのカウントを停止します。

タイマRH制御レジスタ (TRHCR)

(4) カウント停止を待ちます。カウントソースの2サイクル以上の時間待ちます。

(5) タイマRHの全ての周期割り込みを禁止します。

タイマRH割り込み許可レジスタ (TRHIER)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 ILVL0 割り込み優先レベル選択ビット b2 b1 b0

 0 0 0：レベル0 (割り込み禁止 )
R/W

b1 ILVL1 R/W
b2 ILVL2 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － × × × 0 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 MSTTRH タイマRHスタンバイビット 0：アクティブ R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 RUN タイマRH動作開始ビット 0：カウント停止 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 SEIE025 0.25秒周期割り込み許可ビット 0：0.25秒周期割り込み禁止 R/W
b1 SEIE05 0.5秒周期割り込み許可ビット 0：0.5秒周期割り込み禁止 R/W
b2 SEIE 秒周期割り込み許可ビット 0：秒周期割り込み禁止 R/W
b3 MNIE 分周期割り込み許可ビット 0：分周期割り込み禁止 R/W
b4 HRIE 時周期割り込み許可ビット 0：時周期割り込み禁止 R/W
b5 DYIE 日周期割り込み許可ビット 0：日周期割り込み禁止 R/W
b6 MOIE 月周期割り込み許可ビット 0：月周期割り込み禁止 R/W
b7 YRIE 年周期割り込み許可ビット 0：年周期割り込み禁止 R/W
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(6) タイマRHカウントソース選択レジスタを設定します。

タイマRHカウントソース選択レジスタ (TRHCSR)

(7) タイマRHをリセットします。“1”を書いた後、“0”にします。

タイマRH制御レジスタ (TRHCR)

(8) タイマRH制御レジスタを設定します。

タイマRH制御レジスタ (TRHCR)

(9) 時刻データの書込みを許可します。

タイマRHプロテクトレジスタ (TRHPRC)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × × × × 1 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 CS0 カウントソース選択ビット リアルタイムクロックモード (CS3 ビット =“1”) では

“1000b (fC-TRH)”にしてください。

R/W
b1 CS1 R/W
b2 CS2 R/W
b3 CS3 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × 0 ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 RTCRST タイマRHリセットビット このビットを“1”にすると対象のレジスタとビット

がリセット後の値に初期化され、タイマRH制御回路

が初期化される。

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 × 0 × 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 AADJE タイマRH自動補正機能許可ビッ

ト

0：自動補正機能禁止 (ソフトウェアによる補正有効 ) R/W

b3 CCLR リアルタイムクロックモードでは“0”にしてください。 R/W
b6 HR24 動作モード選択ビット 1：24時間モード R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 － － － － － － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 PROTECT プロテクトビット 時刻のデータのレジスタへの書き込み許可

1：書き込み許可

R/W
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(10) 秒データの初期設定をします。

タイマRH秒データレジスタ (TRHSEC)

(11) 分データの初期設定をします。

タイマRH分データレジスタ (TRHMIN)

(12) 時データの初期設定をします。

タイマRH時データレジスタ (TRHHR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 SC00 秒一位カウントビット 1秒ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、秒十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 SC01 R/W
b2 SC02 R/W
b3 SC03 R/W
b4 SC10 秒十位カウントビット 0から5をカウントして、60秒をカウント 0～5

(BCDコード )
R/W

b5 SC11 R/W
b6 SC12 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 MN00 分一位カウントビット 1分ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、分十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 MN01 R/W
b2 MN02 R/W
b3 MN03 R/W
b4 MN10 分十位カウントビット 0から5をカウントして、60分をカウント 0～5

(BCDコード )
R/W

b5 MN11 R/W
b6 MN12 R/W
b7 MN7 リアルタイムクロックモードでは“0”にしてください。 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 HR00 時一位カウントビット 1時間ごとに0から9をカウント。桁上がり

が発生すると、時十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 HR01 R/W
b2 HR02 R/W
b3 HR03 R/W
b4 HR10 時十位カウントビット 0から2をカウント。 0～2

(BCDコード )
R/W

b5 HR11 R/W
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(13) 曜日データを設定します。

タイマRH曜日データレジスタ (TRHWK)

(14) 日データの初期設定をします。

タイマRH日データレジスタ (TRHDY)

(15) 月データの初期設定をします。

タイマRH月データレジスタ (TRHMON)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
シンボル － － － － － 0 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 WK0 曜日カウントビット b2 b1 b0

 0 1 0：火曜日
R/W

b1 WK1 R/W
b2 WK2 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － 0 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 DY00 日一位カウントビット 1日ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、日十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 DY01 R/W
b2 DY02 R/W
b3 DY03 R/W
b4 DY10 日十位カウントビット 0から3をカウント。 0～3

(BCDコード )
R/W

b5 DY11 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 MO00 月一位カウントビット 1月ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、月十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 MO01 R/W
b2 MO02 R/W
b3 MO03 R/W
b4 MO10 月十位カウントビット 0から1をカウント。 0～1

(BCDコード )
R/W
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(16) 年データの初期設定をします。

タイマRH年データレジスタ (TRHYR)

(17) 時刻データの書き込みを禁止します。

タイマRHプロテクトレジスタ (TRHPRC)

(18) RTC周期割り込みを選択します

タイマRH秒割り込み制御レジスタ (TRHICR)

(19) 秒周期割り込みを許可します

タイマRH割り込み許可レジスタ (TRHIER)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 1 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 YR00 年一位カウントビット 1年ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、年十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 YR01 R/W
b2 YR02 R/W
b3 YR03 R/W
b4 YR10 年十位カウントビット 0から9をカウント。 0～9

(BCDコード )
R/W

b5 YR11 R/W
b6 YR12 R/W
b7 YR13 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 － － － － － － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 PROTECT プロテクトビット 時刻のデータのレジスタへの書き込み許可

0：書き込み禁止

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × － 0 × × × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 SLINT 割り込み選択ビット 0：RTC周期割り込み R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 0 1 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 SEIE 秒周期割り込み許可ビット 1：秒周期割り込み許可 R/W
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(20) RTC周期割り込み要求なしに設定します。

タイマRH割り込みフラグレジスタ (TRHIFR)

(21) タイマRH割り込みを許可 (レベル1)します。

割り込み制御レジスタ (TRHIC)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － × × × 0 ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 RTCF RTC周期割り込みフラグ 0：割り込み要求なし R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 ILVL0 割り込み優先レベル選択ビット b2 b1 b0

 0 0 1：レベル1
R/W

b1 ILVL1 R/W
b2 ILVL2 R/W
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4.5 タイマRH割り込み処理

•フローチャート

•レジスタ設定

(1) TRHSECレジスタのBSYビットが“0”になるまで待ちます。

タイマRH秒データレジスタ (TRHSEC)

(2) RTC周期割り込みフラグを“0”に設定します。

タイマRH割り込みフラグレジスタ (TRHIFR)

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b7 BSY タイマRHビジーフラグ タイマRHデータレジスタ、TRHCRレジスタのPMビット

の更新中“1”になります。

R

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － × × × 0 ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 RTCF RTC周期割り込みフラグ 0：割り込み要求なし R/W

_timer_rh()

return

sec ← trhsec & 0x7f 秒データ更新

min ← trhmin & 0x7f

hr ← trhhr

wk ← trhwk

分データ更新

時データ更新

曜日データ更新

(3)

(4)

(5)

(6)

day ← trhdy

year ← 0x2000

日データ更新

年データ更新

(7)

year ← year | (unsigned short)trhyr

、千 百の位を“20”に固定

(9)

RTC周期割り込み要求なしに設定rtcf_trhifr ← 0(2)

bsy_trhsec = 1 ?
=1 (データ更新中)

(1)

≠1 (データ更新中ではない)

month ← trhmon 月データ更新(8)
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(3) 秒データ変数を更新するために、タイマRH秒データレジスタを読み出します。

タイマRH秒データレジスタ (TRHSEC)

(4) 分データ変数を更新するために、タイマRH分データレジスタを読み出します。

タイマRH分データレジスタ (TRHMIN)

(5) 時データ変数を更新するために、タイマRH時データレジスタを読み出します。

タイマRH時データレジスタ (TRHHR)

(6) 曜日データ変数を更新するために、タイマRH曜日データレジスタを読み出します。

タイマRH曜日データレジスタ (TRHWK)

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 SC00 秒一位カウントビット 1秒ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、秒十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 SC01 R/W
b2 SC02 R/W
b3 SC03 R/W
b4 SC10 秒十位カウントビット 0から5をカウントして、60秒をカウント 0～5

(BCDコード )
R/W

b5 SC11 R/W
b6 SC12 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 MN00 分一位カウントビット 1分ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、分十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 MN01 R/W
b2 MN02 R/W
b3 MN03 R/W
b4 MN10 分十位カウントビット 0から5をカウントして、60分をカウント 0～5

(BCDコード )
R/W

b5 MN11 R/W
b6 MN12 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 HR00 時一位カウントビット 1時間ごとに0から9をカウント。桁上がり

が発生すると、時十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 HR01 R/W
b2 HR02 R/W
b3 HR03 R/W
b4 HR10 時十位カウントビット 0から2をカウント。 0～2

(BCDコード )
R/W

b5 HR11 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 WK0 曜日カウントビット b2 b1 b0

 0 0 0：日曜日

 0 0 1：月曜日

 0 1 0：火曜日

 0 1 1：水曜日

 1 0 0：木曜日

 1 0 1：金曜日

 1 1 0：土曜日

 1 1 1：設定しないでください

R/W
b1 WK1 R/W
b2 WK2 R/W
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(7) 日データ変数を更新するために、タイマRH日データレジスタを読み出します。

タイマRH日データレジスタ (TRHDY)

(8) 月データ変数を更新するために、タイマRH月データレジスタを読み出します。

タイマRH月データレジスタ (TRHMON)

(9) 年データ変数を更新するために、タイマRH年データレジスタを読み出します。

タイマRH年データレジスタ (TRHYR)

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 DY00 日一位カウントビット 1日ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、日十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 DY01 R/W
b2 DY02 R/W
b3 DY03 R/W
b4 DY10 日十位カウントビット 0から3をカウント。 0～3

(BCDコード )
R/W

b5 DY11 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 MO00 月一位カウントビット 1月ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、月十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 MO01 R/W
b2 MO02 R/W
b3 MO03 R/W
b4 MO10 月十位カウントビット 0から1をカウント。 0～1

(BCDコード )
R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 YR00 年一位カウントビット 1年ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、年十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 YR01 R/W
b2 YR02 R/W
b3 YR03 R/W
b4 YR10 年十位カウントビット 0から9をカウント。 0～9

(BCDコード )
R/W

b5 YR11 R/W
b6 YR12 R/W
b7 YR13 R/W
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5. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

6. 参考ドキュメント
R8C/LA8Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.01
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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